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研究の概要 【研究対象者】 

2018 年に実施された富山県内の「とやま安心ネット・ワークショップ事業」

に参加した小学生約 13,000 名が対象。 

 

【研究の目的・意義】 

１）小学生のネット使用状況を調査、２）ネット依存症や危険行動につい

て、生活習慣や家庭環境との関連を分析し予防につながる要因を明らかにす

る。 

 

【研究の方法】 

アンケートを配布（無記名） 

 

【研究期間】 

  実施許可日 ～ 2029 年 3 月 31 日 

 

【研究結果の公表の方法】 

学会発表、論文、大学からのプレスリリースなどを通じて結果を社会に還元

する。 

研究に用いる試料・情

報の項目と利用方法

（他機関への提供の有

無） 

身長・体重、視力、齲歯などの学校保健データ  

ネット利用や生活習慣に関する情報、依存度、健康状態の評価 

他機関への提供はない 

研究に用いる試料・情

報を利用する機関及び

施設責任者氏名 

学術研究部医学系疫学健康政策学講座 准教授 山田正明 

研究資料の開示 研究対象者、親族等関係者のご希望により、他の研究対象者等の個人情報及び

知的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書等の研究に関する資料を

開示いたします。 

試料・情報の管理責任

者（研究主機関におけ

る研究責任者氏名） 

学術研究部医学系疫学健康政策学講座 准教授 山田正明 

研究対象者、親族等関

係者からの相談等への

対応窓口 

研究資料の開示希望及び個人情報の取り扱いに関する相談等について下記の

窓口で対応いたします。 

研究対象者からの除外を希望する場合ですが、匿名可されているデータであ

り対応できません。 

電話 076-434-7270  

E-mail masaakit@med.u-toyama.ac.jp 

担当者所属・氏名：疫学・健康政策学 山田 正明 

 


